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●写真で見る昭和の横浜⑥　一九五一年桜木町事故現場

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
二
四
日
、

午
後
一
時
四
四
分
頃
、
京
浜
東
北
線
の
終
点

桜
木
町
駅
に
向
か
っ
て
い
た
五
両
編
成
の
電

車
が
、
駅
手
前
六
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
で
、
一

両
目
（
モ
ハ
六
三
七
五
六
）
の
パ
ン
タ
グ
ラ

フ
と
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
「
ト
ロ
リ
ー
線
」

と
が
絡
ま
り
、
発
生
し
た
火
花
に
よ
り
瞬
く

間
に
炎
上
、
二
両
目
（
サ
ハ
七
八
一
四
四
）

も
半
焼
し
、
一
〇
〇
人
以
上
が
犠
牲
と
な
る

大
き
な
事
故
と
な
っ
た
。
こ
の
日
は
、
統
一

地
方
選
挙
の
開
票
日
に
あ
た
り
、
選
挙
の
結

果
を
見
る
た
め
の
人
出
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、

桜
木
町
駅
前
に
は
約
五

千
人
が
押
し
寄
せ
、
一

時
、
市
電
の
運
転
が
出

来
な
く
な
っ
た
と
い
う

（
神
奈
川
新
聞
四
・
二

五
）。こ

の
大
事
故
は
、
一

九
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
、
自
治
体
消
防
と
し

て
発
足
し
た
横
浜
市
消

防
に
と
っ
て
も
、
発
足

初
期
の
印
象
深
い
事
故

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

『
炎　

横
浜
消
防
二
十

年
史
』
等
に
お
い
て
も
、

何
人
か
の
方
が
回
想
を

寄
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
資

料
は
、
横
浜
市
消
防
局

が
、
こ
の
事
故
に
お
け

る
消
防
の
活
動
を
記
し

た
『
横
浜
市
桜
木
町
国

電
火
災
概
況
』（
市
史
資

料
室
資
料
六
五
〇
─
一
）、
並
び
に
こ
れ
に

付
随
す
る
と
思
わ
れ
る
事
故
後
の
写
真
（
同

六
五
〇
─
二
）
で
あ
る
。『
概
況
』
は
ガ
リ

版
刷
り
五
八
頁
の
冊
子
で
消
防
部
隊
・
救
護

隊
の
活
動
、
発
生
原
因
、
警
察
や
中
区
役
所

な
ど
他
の
機
関
の
活
動
、
被
害
者
・
目
撃
者

の
談
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
消
防
の
活
動
に

つ
い
て
は
、「
六
三
型
の
悲
劇　

国
電
─
桜

木
町
駅
の
惨
事
」（『
横
浜
消
防
』
第
二
巻
第

六
号
、
一
九
五
一
年
六
月
）
に
、
一
部
省
略

さ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
被
害
者
の
談
で
は
、

全
焼
し
た
一
両
目
に
乗
車
し
辛
く
も
逃
れ
た

方
の
生
々
し
い
証
言
も
あ
る
。

写
真
は
、
事
故
後
に
消
防
が
撮
影
し
た
と

思
わ
れ
る
全
一
一
枚
で
あ
る
。
写
真
２
に
あ

る
よ
う
に
専
用
の
台
紙
の
両
面
に
貼
付
さ
れ
、

上
段
に
説

明
が
書
か

れ
て
お
り
、

欄
外
に
１

〜
11
ま
で

の
番
号
が

ふ
ら
れ
て

い
る
（
台

紙
六
枚
）。

そ
れ
ぞ
れ
、

１
国
電
軌

道
、
２
第

一
次
事
故

発
生
場
所

（
写

真

１
）、
３

レ
ー
ル

に
シ
ョ
ー

ト
（
写
真
２
）、
４
第
三
碍
子
の
状
況
、
５

パ
ン
タ
グ
ラ
フ
と
ト
ロ
リ
ー
線
（
写
真
３
）、

６
電
車
の
状
態
、７
電
車
の
状
態
（
写
真
５
）、

８
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
状
態
、
９
焼
死
体
の
状

況
、
10
死
体
収
容
所
（
写
真
４
）、
11
死
体

収
容
所
と
あ
り
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
や
碍
子
な

ど
事
故
原
因
や
痕
跡
の
写
真
が
主
で
あ
る
。

写
真
１
で
は
、「
最
前
方
に
見
え
る
の
が

全
焼
し
た
電
車
、
左
端
（
手
前
）
に
連
結
さ

れ
て
い
る
の
が
後
尾
三
両
、
第
一
次
的
メ
ッ

セ
ン
ヂ
ワ
イ
ヤ
ー
が
工
夫
の
過
失
に
よ
っ
て

シ
ョ
ー
ト
し
た
個
所
は
×
印
の
鉄
塔
で
あ

る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
青
イ
ン
ク
で
中
上

の
矢
印
の
先
に
×
印
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
シ
ョ
ー
ト
に
よ
っ
て
、ト
ロ
リ
ー
線
を
吊
っ

て
い
る
線
が
切
れ
て
垂
れ
下
が
っ
て
し
ま
っ

た
。
事
故
発
生
の
そ
も
そ
も
の
原
因
個
所
を

示
し
て
い
る
。
火
災
は
こ
の
個
所
か
ら
一
五

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
駅
寄
り
で
起
き
て
い
る
。

こ
の
事
故
の
写
真
は
、
新
聞
社
を
中
心
に
、

火
災
時
の
も
の
も
含
め
て
多
く
残
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
写
真
は
珍
し
い
も
の
で
は

な
い
が
、
地
元
横
浜
市
で
起
き
た
大
事
故
に

出
動
し
た
消
防
の
活
動
を
、
改
め
て
認
識
さ

せ
て
く
れ
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

�

（
百
瀬
敏
夫
）

写
真
で
見
る
昭
和
の
横
浜
⑥

一
九
五
一
年
桜
木
町
事
故
現
場

写真１「第一次事故発生場所」（No.2）

写真２　台紙に貼付された写真
説明を書き込む欄がある専用紙
の両面に貼付してある。

写真５「電車の状態」（No.7）
焼けて骨組みだけになった車両上部

写真３「パンタグラフとトロリー線」
（No.5）

写真４「死体収容所」（No.10）
隣接する貨物駅東横浜駅




